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大学として、各修学ステージの移行に貢献できることは何か？
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高大連携における課題

初等中等教育段階から大学等への移行（進学）

– 文部科学省「障害のある学生の修学支援に関する検討会報告（第二次

まとめ）」

– 主要課題の１つとして「高大連携」が取り上げられている

• 高等学校等で提供されてきた支援内容・方法を大学等へ円滑に引き継げるように

• 高等学校等に対して大学等から支援体制や制度、取組について情報発信を強化

– 特に「高校等が作成している個別の教育支援計画等の支援情報に関す

る資料等を活用し、教育支援内容の効果的な引継ぎを図ること」

• ここの部分の難しさ・・・
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過去のJASSO専門テーマ別セミナーでの議論

独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）でのセミナー

– 「高大連携」をテーマとしたセミナーを実施
• https://www.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/event/theme/r1/__ics
Files/afieldfile/2019/08/14/r1_ex1_01.pdf

– セミナー参加者からの問題意識
• 高校側から見て、大学における支援がわからない。支援内容の情報が欲しい

• 障害のあることを大学入試の際に告知することで、合否判定において不利な
取扱をされるのではないかという危惧がある

• 高校での支援はきめ細かく行っているが、大学の支援は冷たい（高校側意
見）

• 大学では本人の申し出に対して合理的配慮を行う為、入学前までの支援・配
慮とは温度差がある。（大学側意見）

– 「個別の教育支援計画」の流れにのらないケースが存在する
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障害のある学生を含め

多様な(ダイバーシティ)
学生の修学・就職を
支援する大学の機関

業務推進マネージャー
（特命）

業務推進マネージャー
（特命）

副センター長
（組織連携）

センター長
（副学長）

ダイバーシティ・アクセシビリティ・
キャリアセンター(DACセンター)

企画会議

運営委員会

〈タスクフォース〉

ダイバー
シティ

キャリア
アクセシ
ビリティ

学外機関・学内組織

連携

ＤＡＣセンター（教員）/ 就職課（職員）

業務責任者

業務責任者

業務責任者

5



筑波大学における発達障害のある高校生への支援

受験前

– 本人、保護者、高校教員からの個別相談（メール、電話、対面等で随時対応）
• 「受験希望学類の選択に関する相談」

• 「筑波大学受験時・在学中の合理的配慮や修学・就職支援の説明」など

– 大学説明会（オープンキャンパス）での相談コーナー

– 発達障害のある高校生向け大学生１日体験講座の開催

受験（入試）

– センター試験での合理的配慮の提供

– 筑波大学学群入試での合理的配慮の提供

入学決定後

– 入学前個別相談

– 新入障害学生ガイダンス

– 個別の心理・教育的アセスメント

主として筑波大学の受験を
検討する高校生等に対して

相談や説明を実施

必ずしも相談対応した生徒が
筑波大学に進学するわけではない
（個人の感覚的には30%未満）

個別の教育支援計画が大学に
引き継がれるケースはほぼない
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筑波大学における発達障害のある高校生への支援

大学説明会（オープンキャンパス時）における相談対応

– 8月に行われる大学説明会時に「障害学生支援に関する説明
会・相談コーナー」を開催

• DACセンターのスタッフより、障害学生支援の概要を説明

• 発達障害のある高校生には個別の相談コーナーで対応

• 筑波大学受験時・在学中の配慮や支援、進路選択に関する相談

– 大学説明会の参加における合理的配慮の提供
• 資料の拡大、提供

• 抽選のある活動への優先的な参加

• 同伴者の参加許可 など 2020年度はオンラインで実施

発達障害学生支援の概要や
発達障害学生のキャンパス

ライフレポートをYouTubeで配信
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入試の合理的配慮

大学入学共通テスト（旧 大学入試センター試験）

– 受験上の配慮案内
• https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/R3_hairyo_.html

– 発達障害のある受験者が入試で受けられる配慮の例

• 試験時間の延長（1.3倍）

• チェック解答

• 拡大文字問題冊子（14, 22ポイント）の配付

• 注意事項等の文書による伝達

• 別室の設定

• 試験時入口までの付添者の同伴

• その他（耳栓の使用など）

入試での合理的配慮を受けるには
主治医や学校との入念な

やりとり・資料準備が必要

共通テストとは別に
各大学の入試での配慮申請も必要

各大学では障害学生支援部署ではなく、
入試担当部署（入試課等）で

対応することが多い
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入学決定後の相談・支援

入学前個別相談・新入障害学生ガイダンス

– 合格決定後、受験時の配慮を受けていた学生についてはDACセンターから個別
相談の連絡

• 本人と保護者が来学しやすい日程を調整

– 入学式前の宿舎入居期間中に「新入障害学生ガイダンス」を開催
• 入学予定の学群・学類の先生、1年次必修科目（英語・体育・情報処理など）の先生を交え

て、入学後のカリキュラムの説明や在学中の配慮や支援体制について協議

– 協議時には受験時と在学中の配慮内容が変わることも

主に行うこと

– 入学予定の学群・学類の先生方への障害特性の伝達

– 履修計画の作成に関するアドバイス

– 1年次必修科目での履修調整

– 学業・心理・医療的支援体制の調整 など

発達障害学生は
クローズで入学している

例が基本的に多い
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個別の心理・教育的アセスメント

https://dac.tsukuba.ac.jp/shien/disabilities/devel
opmental_disabilities/assessment/

入学後、発達障害の有無に
かかわらず

自身の能力や特性を
把握するための

「個別の心理・教育的
アセスメント」を実施

修学上で困った時に
「合理的配慮」からスタート

するのではなく、
「自己理解」からスタート
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アセスメントの動向（2018年10月〜2020年9月）
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アセスメントの動向（学年）

アセスメント希望者
（2018年10月〜2020年9月）

発達障害 支援利用学生
（2020年5月時点）
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★体験講座を通じて、大学生になる自分のイメージを具体化

★講座後も使用できるWEBツールを活用して対処法を獲得

★本人を中心とした情報連携によるシームレスな高大接続へ

発達障害のある高校生向け大学生１日体験講座

プログラム（1日間：10時〜15時30分）

１時限目 模擬授業（発達障害と大学生活）
○講義形式で発達障害のある大学生の様子を知る
○文系・理系など自分に合った時間割を作成する
○ノート・メモを取る練習をする

２時限目 筑波大生メンターによる大学生活の体験談
○大学受験・大学生活に関する素朴な疑問を聞く
○併行して保護者への大学での支援体制説明や受験相談を実施

３時限目 自分の特性を理解・共有するアプリの説明・体験
○講座後も使用できる「自分の得意・苦手を記録・
共有できるアプリ（マイメモ）」の使い方を伝える

４時限目 大学生になる自分の特性研究
○自分の得意なことや苦手なことの対処法について、講座後も使用できる
「Learning Support Book」を通じて考え、マイメモに登録する

大学進学高校生

茨城県教育委員会・つくば市の後援
2019年8月と2020年2月に実施

茨城県、東京都、埼玉県、神奈川県から
高校生２１名と保護者等２５名
（延べ４６名）が参加
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模擬授業「発達障害と大学生活」

大学生になった気分で授業を受け、大学の仕組みを前もって理解する

– 発達障害の大学１年生がどのような生活を送っているかを講義形式で説明

– 模擬講義を受けながら、発達障害学生が特につまづきやすい部分を自己確認
• 講義を聞きながらノート・メモを取る

• 教員からの質問に答える

• 実際の筑波大学の授業シラバスを用いて、１年次の履修計画を立てる

– 高校生に対して１人ずつ筑波大生メンターを配置
• メンターが自身や周りの大学生活についても情報提供

– メンターと「こうやればできそう」を目指す
• グループワークの少なそうな授業を選ぶ

• 自分が興味の持てる授業を選ぶ

• 履修の間に「休憩」を意図的に入れる、など 14



発達障害啓発マンガ

多くの人に啓発するため、発達障害啓発マンガはCC0 1.0ライセンスを適用

発達障害啓発マンガは自由に複製・印刷・再配布・改変OK！PDF・画像ダウンロード可：

https://dac.tsukuba.ac.jp/radd/joint-base/manga/
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発達障害当事者・大学生メンターとの交流

発達障害のある人の過ごし方、大学生の過ごし方を直接学ぶ

– 発達障害のある卒業生から、入学のきっかけや大学生活で困っ
たこと、大学入学前にできると良かったことなどを話題提供

– 高校生とメンターが大学生活について少人数で話す機会を設け
た

• 質問が思い浮かばない人向けのヒントも提示

保護者向けに入試の合理的配慮や大学での支援体制を説明

– DACセンターの障害学生支援担当スタッフによる入試での合理的
配慮や大学での支援体制の説明

– 筑波大学への進学を前提とせず、広く大学進学に向けた話題を
提供

16



学食体験

大学生の気分を味わいながら、メンターと交流

– ペアになっている筑波大生メンターと一緒に大学の学食で
ランチ

– 学食ならではのメニューの選び方や自分の特性を踏まえた
食事や環境の選び方など、大学生になったつもりで体験

– 学食体験後には簡単な学内見学

– ランチを食べながらメンターと会話
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ICTツールの活用

講座後の大学進学をアシストするICTツールの体験

– 自己理解サポートアプリ「マイメモ」の体験
• メンターと一緒に自分の特性（得意・苦手）や苦手なことへの対処法のアイ
デアを言語化し、自分の特性を他の人に伝えることについて考える時間

• 得意なことが浮かびにくい際に、どうやったら思い浮かべられるのかヒント
を提示

• 高校生が自分の特性を考える（研究する）場

– 対処法は支援情報配信サービス「Learning Support Book」を活
用

• 発達障害のある方が実際に行っている工夫や対処法などを参照しながら、自
分なりの対処法のアイデアを探索 18



自己理解サポートアプリ「マイメモ」

自分の気づきを
スマホ等で記録するメモ

得意・苦手の一覧表にして
自分のことを伝えるための
資料として活用できる

本人が伝えたい人だけを
選択して共有できる

「得意」を
「まあまあできること」
などカスタマイズができる

佐々木ら (2018) 全国障害学生支援協議会第4回大会
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マイメモがつなぐ場を超えた本人中心の情報共有

高校・大学・就職まで
マイメモを活用して
「本人」が作る

自分のための支援計画

合理的配慮の提供に
必要な情報を引き継ぎ

共有する

大学等の垣根を超えて
支援を「つなげる」

科研費 基盤研究（B）20H01692
【代表：佐々木銀河】
「ICTツールを用いた多様な発達
特性を有する学生の高校・大学・
就労接続支援」
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Learning Support Book
【LSBの特徴】

●発達障害のある方がもつ独自の視点や経験に関する
情報を収集
学業や生活に役立つ情報を配信
特に発達障害学生に有効なハイテク・ローテク
支援技術（Assistive Technology）に関する
情報を掲載

●“障害”ではなく”ニーズ”表記
「障害」のラベルを基本的に用いないデザイン
医学的診断に抵抗がある学生でもアクセスしやすい

●大学生のサポーターが作成
学生目線での情報配信が可能

※LSBは他大学等教職員・学生にも共同利用しています
https://dac.tsukuba.ac.jp/shien/disabilities/devel
opmental_disabilities/lsb/

※高校生講座参加者には別途アカウント提供
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Learning Support Book

ノート・メモの取り方
忘れ物を防ぐ方法
試験勉強の対策など

最近は
「オンライン授業の受け方」

も掲載

自分の苦手な部分を
補うための工夫について

情報を収集する

使えそうなものは
マイメモの「対処法」に

自分で反映する
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参加した高校生からの声

“大学生のような感じがした”

“授業の形式や単位についてなど初めて知ることが多かった”

“障害を持った人の生き方を知れた”

“学校での困りごとを共有する機会がなかったので新しい発見もできた”

“話としてとても興味深かった。大学生の生活が分かったり、大学の研究
についても良い話が聞けた。理解してくれる人がいることも分かった”

“全てのアプリが良いと思った”

“これがあると便利だと思うものばかりだった”

“自分のことを理解する良い機会だった”

“特性がどちらに転ぶのか自分次第で変わるということを学べた”
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参加した保護者、大学生メンターからの声

“講義内で授業カリキュラムを作成するシミュレーションがイメージで
分かったので良かった”

“大学生になった時の細かな対処法が今から知れて安心した”

“受験時の合理的配慮についてもっと調べたいと思った”

“メンターさんとの相性がよかったようで、とても楽しそうで大学生活や
特性との共生について前向きに考えられたと思う”

“活発にコミュニケーションがとれた”

“高校生と深い会話ができてよかった”

保護者

大学生メンター
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講座後のつながりとフォローアップ

講座後のICTツールの使用

– 約43%の高校生が講座後もICTツールを使用

• 高校生自身の日々のメモとして打ち込む、など

• 今後の参考にLSBを参照する

• 高校の担任と共有

– 継続的な活用には本人以外の関係者も巻き込む必要がある

講座後の大学とのつながり

– 講座をきっかけとして保護者や本人からの相談に対応

• 入試での配慮申請に向けた準備で困った時に相談
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今年度はオンラインで行います

2020年11月15日（日）

– Web会議システム「Remo(リモ)」
を用いたオンライン講座

– 全国どこからでも参加可能

定員10名のため
お早めに

お申し込みを！

https://jp.surveymonkey.
com/r/2020_fall_college
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マイメモ大学トライアル（研究事業）
筑波大学が実施すること 各大学にお願いすること

●マイメモ導入のご説明
・各大学にご訪問して、マイメモの主な機能や

導入イメージをご説明します（15分〜）

●学生周知用のチラシの作成
・お持ちしたサンプルのイメージで学生周知用の

チラシ等を作成致します

●学内での調整
・マイメモの導入の可否についてご検討ください
・スモールスタートでOKです

●講座実施日の日程調整
・参加される学生さん、筑波大のスタッフ、

各大学の担当者の方の日程を調整します

●参加学生の募集・会場の確保
・学生の募集、会場の確保をお願い致します
・発達障害の医学的診断の有無は問いませんが、

相談部署に繋がっている方が望ましいです
・学生の人数は１名〜でも対応検討します

●マイメモ講座の実施
・筑波大学から各大学に講師を派遣します
・1時間30分〜2時間程度で1回で終わります
・講座実施後に取得したデータの研究利用に関する

依頼を行いますが、研究に協力しなくても
マイメモは他の参加者と同様に利用できます

・研究協力者は講座後の遠隔フォローも行います

●マイメモの使用
・各学生がマイメモを使用して、サポーターは

気づきへのコメントをお願いします

佐々木まで
ご相談ください
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まとめ

入学前後期への支援のあり方

– 大学等で行っている支援や体制は、なるべく公開する
• 大学の支援内容や体制が「外に見えるように」

• 大学生活を入学前に体験してみて、自分の特性とからめる機会を

• 特にWEBサイトの情報は重要

– 入試担当部局との連携して、公平な試験に
• 入試での合理的配慮が適切に行われているか、必要な情報提供を

– 入学してから「困った」後、どうすべきかのルートを学生
側に見えるようにしておく

• フレッシュマンセミナー、１年次科目の活用

• 相談しやすい窓口、相談形態の用意
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